
朗読公演会

原作 武田 泰淳
史学座
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令和8年6月 7日 (日 ) 開場13時15分 開演14時
※上演時間 約1時間15分

会場:山梨県立文学館講堂 定員500名

申込方法 電誦,055-235-8080)または当館ホ≒ムページの「イベント」欄の申込′清 ム

力ちお申     ち
婦 隠 定員β勁犯綿繊羽明す。

文学館HP

下 山 梨 県 立 文 学 館
そのことばのつづきヘ

〒4000065 =P府 市責川卜535
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特設展「昭和文学をふりI臓3-収蔵資料より」令和8年4月 25日 (土)～ 6月 14日 (日 )関連事業



「ひかりごけ」武田泰淳原作

食人者の後ろには緑の光が灯るという。
舞台は太平洋戦争末期の北海道・羅臼。船が難破し、洞窟にたどり着
いた4人の男は、食糧もなく次第に衰弱していく。実際に起きた事件を
題材に、生死の境に追い詰められた人間の極限の心理が描かれた
1954年発表の「ひかりごけ」は、人間がこの世にあるとはどういうこと
かなど様々な反響を呼んだ。

羅臼を訪れた「私」の語りの前半、「私」が事件を題材に書いた戯曲(二幕)
の後半という構成の原作を、文学座の4人 が現代に再現する。

武田泰淳 1912-1976

戦争中の中国体験や出来事を「審判」「ひかりごけ」などに子苗き、戦後、
作家としての地位を確立した。1964年、鳴沢村に山荘を建て、週の
半分以上を山梨で過ごすようになる。

文学座
「ひかりごけ」朗読の様子
朗読の雰囲気を少しだけお伝えします。6月 7日
の公演とはキャスト、演出等が一部異なります。

文学座ショートムービー
「これ、食べる?」
食べる、とは。生きる、とは。現代を生きる青年が
人間の本質に向き合う。
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田交通のご案内
中央自動車道

甲府昭和インターチェンジより約10分
1双葉スマートインターチェンジより約10分 ※ETC専用

中部横断自動車道
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擢留笙選黙IM歎建謂靴冦呉昆弗畷f蒲象4岳
梨県立美術館」下車。

※山梨県立文学館ホームページからも、バスの時刻表を

ご覧いただけます。

タクシーで約15分。
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※天候等により関連イベントが変更 。中止となる場合があ
ります。当館ホームページで最新情報をご確認くださしヽ。


